
  
 

一

 
 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

前
文
の
う
ち
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
第
三
項
中
「
あ
っ
た
者
等
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
家
族
」
を

加
え
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
の
家
族
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
未
解
決
の
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
ハ
ン

セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
が
地
域
社
会
か
ら

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
良
好
か
つ
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
等
を
行
い
、
偏
見
と
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
一
条
中
「
あ
っ
た
者
等
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
家
族
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
あ
っ
た
者
等
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
家
族
」
を
加
え
、
「
そ
の
他
」
を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
と
し
て
」
の
下
に
「
、
又
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
の
家
族

に
対
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
の
家
族
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
あ
っ
た
者
等
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
家
族
」
を
加
え
る
。 



 

  
 

二

 
第
六
条
の
見
出
し
中
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
同
条
中
「
あ
っ
た
者
等
」
の
下
に
「
、

そ
の
家
族
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
整
備
」
の
下
に
「
及
び
充
実
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
国
家
公
務
員
法
の
特
例
等
） 

第
十
一
条
の
二 

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
医
師
等
（
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
勤
務
す
る
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
。
第
四
項
に
お
い
て
「
給
与
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
八
イ
医
療
職
俸
給
表
㈠

又
は
別
表
第
十
一
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
所
外
診
療
（
病

院
又
は
診
療
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
内
閣
官
房
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
（
こ
れ
ら
の
職
員
が

国
家
公
務
員
の
身
分
を
有
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
行
う
医
業
又
は
歯
科
医
業
（
当
該
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

医
師
等
が
団
体
の
役
員
、
顧
問
又
は
評
議
員
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
る
も
の
及
び
自
ら
営
利
を
目
的
と
す
る
私
企
業
を
営

む
こ
と
と
な
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
所

外
診
療
を
行
う
こ
と
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
内
閣
官
房
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 



  
 

三

 
一 

そ
の
正
規
の
勤
務
時
間
（
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
勤
務
し
な
い
こ

と
と
な
る
場
合 

 

二 

報
酬
を
得
て
、
行
う
こ
と
と
な
る
場
合 

２ 

前
項
の
承
認
を
受
け
た
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
医
師
等
が
、
そ
の
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
、
当
該
承
認
に
係
る
所

外
診
療
を
行
う
た
め
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
百
二
十
号
）
第
百
一
条
第
一
項
前
段
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
医
師
等
が
、
報
酬
を
得
て
、
当
該
承
認
に
係
る
所
外
診
療
を
行
う
場

合
に
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
四
条
の
許
可
を
要
し
な
い
。 

４ 

第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
医
師
等
が
、
そ
の
正
規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
、
当
該
承
認
に
係
る

所
外
診
療
を
行
う
た
め
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
給
与
法
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い
一
時
間
に

つ
き
、
給
与
法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
し
て
給
与
を
支
給
す
る
。 

 

第
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



 

  
 

四

２ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
と
そ
の
家
族
と
の
間
の
家
族
関
係
の
回
復
を
促
進
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
の
家
族
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び

助
言
を
行
う
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
八
条
中
「
あ
っ
た
者
等
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
家
族
」
を
加
え
、
「
、
死
没
者
」
を
「
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ

た
死
没
者
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



  
 

五

 
 

 
 
 

理 

由 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
解
決
の
一
層
の
促
進
の
た
め
、
「
ら
い
、
、
予
防
法
」
を
中
心
と
す
る
国
の
隔
離
政
策
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家
族
も
、
偏
見
と
差
別
の
中
で
長
年
に
わ
た
り
多
大
の
苦
痛
と
苦
難
を
強
い
ら
れ

て
き
た
こ
と
に
鑑
み
、
名
誉
の
回
復
、
福
祉
の
増
進
等
の
規
定
の
対
象
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
で
あ
っ
た
者
等
の
家
族
を
加
え

る
と
と
も
に
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
医
師
等
の
兼
業
に
関
す
る
国
家
公
務
員
法
の
特
例
を
設
け
る
等
国
立
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
に
関
す
る
体
制
の
整
備
及
び
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を

提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


